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１ 厚生労働省障害保健福祉関係主管課長会議資料等 

 

児童発達支援の概要
○ 障害児にとって身近な地域で支援を受けられるようにするため、児童発達支援に再編。

○ 児童発達支援には、児童福祉施設として定義された「児童発達支援センター」と、それ以外の「児童発達支援事業」の２類型。

○ 現行の障害児通所施設・事業は、医療の提供の有無により、「児童発達支援」又は「医療型児童発達支援」のどちらかに移行。

＜＜ 障害者自立支援法＞＞ 【市町村】

児童デイサービス 〔７事業所〕

昭光園（高知市）、アートセンター画楽（高知市）
療育福祉センター「える」（高知市）、旭福祉センター「あゆみ」（高知市）
東部障害者福祉センター「あゆみPasso」（高知市）、ウィッシュかがみの（南国市）
Ｋｉｄｓたいよう（土佐清水市）、ぷらうらんど長山田（日高村）

＜＜ 児童福祉法＞＞ 【都道府県】

知的障害児通園施設 〔１施設〕 やいろ（南国市）

難聴幼児通園施設 〔１施設〕 療育福祉センター（高知市）

肢体不自由児通園施設（医） 〔１施設〕 療育福祉センター（高知市）

＜＜ 予算事業＞＞

重症心身障害児(者)通園事業 〔３か所〕

土佐希望の家（南国市）、国立高知病院（高知市）、幡多希望の家（宿毛市）

※（医）とあるのは医療を提供

＜＜ 児童福祉法＞＞ 【市町村】

児童発達支援
・福祉型児童発達支援センター

・児童発達支援事業

医療型児童発達支援
・医療型児童発達支援センター

・指定医療機関※

※ 指定医療機関とは独立行政法人国立病院機構、
若しくは独立行政法人国立精神・神経医療研究センター
の設置する医療機関であって厚生労働大臣が指定
するものをいう。

 

※診察 1,560 人、リハ再診 5,068 人 

資料編 
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障害児入所支援の概要

○ 障害の重複化等を踏まえ、複数の障害に対応できるよう再編。

○ 現行の障害児入所施設は、医療の提供の有無により、「福祉型」又は「医療型」のどちらかに移行。

＜＜ 児童福祉法＞＞ 【都道府県】

知的障害児施設 〔３施設〕

南海学園（南国市）、わかぎ寮（土佐市）、わかふじ寮（四万十市）

第２種自閉症児施設 〔県内なし〕

盲ろうあ児施設 〔県内なし〕

肢体不自由児療護施設 〔県内なし〕

第１種自閉症児施設（医） 〔県内なし〕

肢体不自由児施設（医） 〔県内なし〕

重症心身障害児施設（医） 〔３施設〕

土佐希望の家（南国市）、国立高知病院（高知市）、幡多希望の家（宿毛市）

※（医）とあるのは医療を提供

＜＜ 児童福祉法＞＞ 【都道府県】

障害児入所支援

・福祉型

・医療型

 

 


